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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年6月15日(2017.6.15)

【公開番号】特開2015-219322(P2015-219322A)
【公開日】平成27年12月7日(2015.12.7)
【年通号数】公開・登録公報2015-076
【出願番号】特願2014-101679(P2014-101679)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ１０Ｋ  11/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ５５０　
   Ｇ１０Ｋ   11/16     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月26日(2017.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機器の内部と外部とが連通している開口が、前記機器の操作者の方に向いて配置されて
いる構成の電子機器に使用され、操作部を有する面以外にも、前記電子機器の外部に晒さ
れている面を有している操作用パネルにおいて、
前記操作部を有する面以外の面に吸音部材を備えたことを特徴とする操作用パネル。
【請求項２】
　請求項１に記載の操作用パネルにおいて、
前記吸音部材としてヘルムホルツ共鳴器を用いたことを特徴とする操作用パネル。
【請求項３】
　請求項２に記載の操作用パネルにおいて、
前記ヘルムホルツ共鳴器を複数備えたことを特徴とする操作用パネル。
【請求項４】
　請求項３に記載の操作用パネルにおいて、
前記ヘルムホルツ共鳴器における連通部の連通方向が、互いに異なる向きになるように配
置された、複数の前記ヘルムホルツ共鳴器を備えたことを特徴とする操作用パネル。
【請求項５】
　請求項４に記載の操作用パネルにおいて、
前記ヘルムホルツ共鳴器の連通部を形成する壁面が半球面状の壁面であり、前記ヘルムホ
ルツ共鳴器の連通部が半球面状の壁面に対して放射状になるように設けたことを特徴とす
る操作用パネル。
【請求項６】
　請求項３乃至５のいずれか一の操作用パネルにおいて、
前記ヘルムホルツ共鳴器の共鳴周波数を規定する要素である、空洞部の体積、連通部の開
口面積、連通部の連通方向の長さ、の組み合わせが、それぞれ異なる、複数の前記ヘルム
ホルツ共鳴器を備えたことを特徴とする操作用パネル。
【請求項７】
　請求項２乃至６のいずれか一の操作用パネルにおいて、
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前記ヘルムホルツ共鳴器の連通部を、前記ヘルムホルツ共鳴器の空洞部の内側に向けて凸
になるように形成したことを特徴とする操作用パネル。
【請求項８】
請求項２乃至７のいずれか一の操作用パネルにおいて、
前記ヘルムホルツ共鳴器の連通部を着脱可能にしたことを特徴とする操作用パネル。
【請求項９】
　操作用パネルと、
前記操作用パネルを前記電子機器に連結する連結部とを備えた操作用パネルユニットにお
いて、
前記操作用パネルとして請求項１乃至８のいずれか一の操作用パネルを用い、前記連結部
は、水平軸を中心に前記操作用パネルを鉛直面に沿って回転させるチルトヒンジであるこ
とを特徴とする操作用パネルユニット。
【請求項１０】
　請求項９に記載の操作用パネルユニットにおいて、
前記操作用パネルが着脱可能であることを特徴とする操作用パネルユニット。
【請求項１１】
　操作用パネルユニットを備え、機器の内部と外部とが連通している開口を有し、前記開
口が前記機器の操作者の方に向いて配置されている電子機器において、
前記操作用パネルユニットが、請求項９または１０に記載の操作用パネルユニットである
ことを特徴とする電子機器。
【請求項１２】
　少なくとも請求項２を引用する態様の請求項１１に記載の電子機器において、
前記ヘルムホルツ共鳴器の連通部が前記開口の方に向くように、前記操作用パネルユニッ
トを配置したことを特徴とする電子機器。
【請求項１３】
　電子写真方式の画像形成装置において、
請求項１１または１２に記載の電子機器の構成を備えたことを特徴とする画像形成装置。
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